
しげのぶ清流園地域連携推進会議議事録 

 

１ 日 時  令和８年５月 12 日（火）13:30～15:00 

 

２ 場 所  しげのぶ清流園多目的室 

 

３ 出席者  【構成員】 

       田邑一郎、白石雅弘、中川善文、相原宗正 

       【構成員（新規）】光宗昌哉、宮田誠 

       【施設職員】 

       森脇信介、鷹尾健介、松本美佳、野中三世、藤原有衣、堀一智 

 

 愛媛県社会福祉事業団地域連携推進会議規程第３条第２項に規定する定数を充た

していることを確認し、同規定第３条第３項の規定に従い、議事進行を園長が行う。 

 新規構成員も参加していることから、自己紹介を各自行った後、同会議の目的につ

いて、厚生労働省の「地域連携推進会議の手引き」等を参考にして園長が説明し、構

成員内で再確認する。また、議案に入る前にリハビリ及び生活介護の活動の見学を簡

単に行う。 

 

４ 議 案 

  （１）施設の状況について 

     ・令和７年度事業報告及び令和８年度事業計画 

     ・令和７年度収支決算書 

  （２）利用者の権利擁護について 

     ・令和７年度事故発生状況 

     ・令和７年度虐待防止の取組み 

  （３）地域における障害者支援施設の役割と連携について 

  （４）その他 

 

鷹尾介護課長  議案（１）施設の状況について 

        ① 令和７年度事業報告の説明を行う。 

         ・医療的ケア実現に向けた体制整備を進めた。 

         ・老朽化した特殊浴槽及び温冷配膳車を更新した。 

         ・利用者が主体的に取り組む日中活動の活性化を図った。 

         ・人材確保等を目的とした専門学校との交流会を実施した。 

          ・地域連携推進会議を実施し、地域との更なる交流促進を図った。 

        ② 令和８年度事業計画の説明を行う。 



         ・利用者ニーズに基づく重度支援体制等の構築 

         ・利用者の自己実現に向けた支援の提供 

         ・質の高いサービス提供のための福祉人材の育成及び定着支援 

         ・利用者の多様化に対応する知識・技術の向上と入所利用者の確保 

         ・虐待を発生させない体制づくりの推進 

 

野中主査    議案（１）施設の状況について、しげのぶ清流園の令和７年度収支

決算書の説明を行う。 

        ① 収入は、342,519,848 円 

        ② 人件費は、228,914,737 円 

        ③ その他の支出と合わせて収支差は、28,734,276 円 

 

松本介護係長  議案（２）利用者の権利擁護について令和７年度の事故発生状況と

虐待防止の取組みを説明する。 

        ① 事故発生件数と事故発生時間帯、事故の内容、事故発生場所、事

故の要因、事故発生部署について 

          ・事故発生件数は 69 件 

          ・一番多い事故発生時間帯は 14:00 となっている。 

             ・一番多い事故の内容は転倒・転落で投薬・誤薬がそれに続く。 

          ・一番多い事故の要因は職員の確認・注意不足となっている。 

        ＊①については、特に事故の再発を予防する取組みを重視している。 

        ② 虐待防止取組みについて 

          ・虐待防止委員会を月１回開催 

           【内容】全国的な虐待発生の件数や事例の確認、虐待防止研修の

企画立案・実施等 

・身体拘束適正化委員会を月１回開催 

            【内容】個別支援計画更新利用者を対象に身体拘束事項の有無

を確認、加えて拘束にあたりそうな事案があれば、解除

または一時的なものにならないか随時検討を行う。 

        ＊②については、法律に定められた基準を順守して実施している。 

 

森脇園長    今年度の取組みとして、 

① 業務の効率化を図るため、職種、担当部署を超えて助け合うことの

できる一棟体制を実現する。 

        ② 法人として、全直営施設へのインカムの導入を予定している。 

          来年度以降、タブレット、見守りシステムの導入も考えている。 

        ③ 個別支援計画の様式の変更及び作成プロセスを改善して、個々の

利用者のニーズに寄り添った支援を行う。 



 

議案（３）地域における障害者支援施設の役割と連携について、各  

委員の考えを聞く。 

森脇園長    今後、地域で求められる障害者支援施設の在り方について、各委員

のご意見をお伺いしたい。 

白石構成員   入所者は皆家族と暮らしたいと思っているが、それが難しい状況下

にあるため、できるだけアットホームな環境を構築してもらいたい。 

光宗構成員   地域には福祉を必要とする障害者がたくさんいると思うので、障が

い者ケアのプロとして手を差し伸べてもらいたい。 

中川構成員   しげのぶ清愛園は、農作物の販売等を通じて地域住民もよく知って

いるが、しげのぶ清流園の地域の認知度はまだ低いと考える。 

宮田構成員   市で入所待機している利用者の受け入れ等に協力してもらいたい。

また、地域で核となる施設として、虐待等発生の心配のない体制を

継続してもらいたい。 

相原構成員   施設に家族が泊まれる部屋を用意すれば面会しやすくなるのでは

ないかと考える。また、施設周辺の道路ももっと車椅子が通りやす

く整備されればよい。 

森脇園長    障害者支援施設は今後地域の障害者支援拠点へと変わっていく必

要がある。皆さんの意見を参考にさせていただいて、地域で何らか

の役割を持てるように努めます。 

    議案（４）その他について 

藤原主任介護員 ７月 10 日 （））に行われる 「ほほえみの里夏まつり」を紹介する。

森脇園長    来年１月くらいに施設見学会の開催を予定していて、構成員の方に 

は前もって連絡して日程調整を行います。 

また、９月に構成員の２年の任期が終了する方には更新のご案内を

９月中にお送りいたしますので、更新していただけるようよろしく

お願いします。 

森脇園長    会議を閉会することを伝える。 


